


(E)経済的評価を行う必要がある。上記 5つの課題について研究を行うことで、補強土構造物

を含む土構造物のライフサイクルコストの算定が可能となる。現在までに、多数の地盤調査

や試験結果などを集約し、各地方整備局管内における地盤情報データベースの整備が進めら

れている。降雨や地震などの作用の統計的解析、近似解法や厳密解法を用いた信頼性解析、

破壊時等の経済的な評価に関しては、現在では研究段階であるため、さらに研究を進める必

要がある。

IGS日本支部ジオテキスタイル技術委員会で、は、平成 19年度からジオグリッド補強土壁の

LCC (ライフサイクルコスト)の算定法の開発を目的に活動している。委員会では、 1)建

設時、破壊が生じた後の復旧時のコスト算定、 2)地震や降雨による破壊確率の計算法、 3) 

ジオグリッドの材料特性の経年変化のモデル化の 3つの課題について検討を行う予定となっ

ているの今後のジオテキスタイル技術委員会の研究成果に期待したいc
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